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概　要

コンピュータグラフィックス(CG)はここ数年の間に飛躍的な進歩を遂げ，我々の身近
な日常に深く浸透してきている．本講義では，3次元CGにおいて利用される基本的な技術
の原理と仕組みを解説すると共に，コンピュータ内に形状を定義するモデリング手法を解
説する.具体的には，最初に，CGにおける座標変換(2次元と3次元)について説明した後，3
次元から2次元への視野変換，そして隠面処理と照明モデルを用いたシェーディングにつ
いて講義する．その後，具体的なシェーディング手法であるZ­Buffer，レイトレーシング，
ラジオシティ法，マッピング，形状モデリングに関して概要を述べる．また，映画やコマ
ーシャルで用いられている手法についても随時，解説する．

科目目標
（到達目標）

卒業研究あるいは実験等の演習において，幾何情報あるいは計測データ等をグラフィカ
ルに表示する手法を習得する． 

教科書
器材等

教科書は，特に指定しないが，講義は，「基礎から学ぶ図形処理　小堀研一，春日久美子
著，工業調査会」に準じて行う
資料：講義ノートはホームページに掲載しているので，適宜利用のこと．

評価の基準
と

方法

定期試験の結果を基準(70%)に，受講態度およびレポート(20%)，出席等(10%)を考慮して
評価を行う．

関連科目 プログラミング，数学（ベクトル計算，行列計算）
授業計画

　第 1回 ガイダンスとイントロダクション
　第 2回 ２次元ＣＧ（座標変換とスクリーン座標，フレームバッファ）
　第 3回 ２次元ＣＧ（物体の回転と移動）
　第 4回 ３次元ＣＧ（オブジェクト変換）
　第 5回 ３次元ＣＧ（視野変換）
　第 6回 ３次元ＣＧ（投影変換）
　第 7回 　形状モデリング（種類と分類）
　第 8回 定期試験（前期中間試験）
　第 9回 形状モデリング（ワイヤーフレーム，サーフェイスモデル）
　第10回 形状モデリング（ソリッドモデルと離散化モデル,CSG,B-Resp,空間格子）
　第11回 形状モデリング（ソリッドモデルとオイラー式）
　第12回 シェーディング（照明モデル，反射モデル）
　第13回 シェーディング（シェーディング技術，フラット，スムースシェーディング）
　第14回 最新映像の紹介と解説
　第15回 定期試験（前期期末試験）
　第16回 ライティング（光源）
　第17回 隠面処理（種類，ペインタアルゴリズム）
　第18回 隠面処理（Z-Buffer）
　第19回 隠面処理（Ray-Trace）
　第20回 演習Ⅰ（OpenGLの基礎）
　第21回 演習Ⅱ（OpenGLの投影変換）
　第22回 演習Ⅲ（OpenGLによるSTLデータの表示）
　第23回 定期試験（後期中間試験）
　第24回 　マッピング（テクスチャ，ソリッド，バンプ，環境マッピング）
　第25回 シャドウィング
　第26回 トピックス（ラジオシティ法，モーションキャプチャー，ボリュームレンダリング）
　第27回 色の表現（ＲＧＢとＣＭＹ）
　第28回 最新映像の紹介と解説
　第29回 講義のまとめ，アンケート回収，試験問題の解説
　第30回 定期試験（後期期末試験）

オフィスアワ
ー 藤尾教官(水曜日 16:00-17:00)

備　考 OpenGLを用いたワイヤーフレーム表示の演習を行うので、C言語の基礎知識が必要


